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～アイヌ文化体験を通して、言語や暮らしについて学ぼう～（久根別小学校）
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○

調
査
実
施
日

令
和
５
年
４
月
18
日
（
火
）

※
英
語
「
話
す
こ
と
」
調
査
は
４
月
27
日

（
木
）
〜
5
月
19
日
（
金
）

１　

調
査
の
対
象

・
小
学
校
第
６
学
年
の
児
童

・
中
学
校
第
３
学
年
の
生
徒

２　

教
科
に
関
す
る
調
査

・
小
学
校
…
国
語
・
算
数

・
中
学
校
…
国
語
・
数
学
・
英
語

①
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学
年
等
の

学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
内
容
や
、
実
生

活
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
常
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知

識
・
技
能
等

②
知
識
・
技
能
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活

用
す
る
力
や
、
様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
の

構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・
改
善
す
る
力
等

※
①
と
②
を
一
体
的
に
問
う
調
査
問
題

３　

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
質
問　

　
　

紙
調
査

①
児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

・
学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学
習
環
境
、
生

活
の
諸
側
面
等
に
関
す
る
調
査

②
学
校
に
対
す
る
調
査

・
指
導
方
法
に
関
す
る
取
組
や
人
的
・
物
的

な
教
育
条
件
の
整
備
の
状
況
等
に
関
す
る

調
査

１　

教
科
に
関
す
る
調
査

○
国
語
・
算
数
と
も
に
、
全
国
・
全
道
平
均
を
下

回
り
、
昨
年
よ
り
差
が
広
が
り
ま
し
た
。

○
問
題
の
分
類
別
正
答
率
で
も
、
全
国
・
全
道

を
下
回
り
ま
し
た
。

○
北
斗
市
で
は
、
必
要
最
低
限
の
学
力
を
全

て
の
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、

「
正
答
数
の
少
な
い
層
」
の
底
上
げ
を
重
点

と
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
各
教
科
の
平
均

正
答
率
が
全
国
以
上
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
「
正
答
数
の
少
な
い
層
」
の
割

合
は
、
少
な
い
ほ
ど
望
ま
し
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
年
度
、
小
学
校
で
は
、
「
正
答
数

の
少
な
い
層
」
が
、
国
語
で
５
・
５
㌽
、
算

数
で
３
・
０
㌽
、
全
国
よ
り
多
く
な
り
、
目

標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

２　

児
童
へ
の
質
問
紙
調
査

①
平
日
、
１
時
間
以
上
、
家
庭
学
習
を
し
て

い
る
児
童
の
割
合
は
、
全
道
を
上
回
り
、
ほ

ぼ
全
国
平
均
並
み
で
す
。
30
分
未
満
ま
た
は
、

全
く
し
な
い
と
回
答
し
た
児
童
は
、
全
道
・

全
国
を
下
回
り
、
家
庭
学
習
の
時
間
は
あ
る

程
度
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和５年度　北斗市立小・中学校　全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします

　この調査は、文部科学省が全国の児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実施
しています。しかし、調査は実施教科が小学校・中学校ともに限られた教科のみで、学習指導要領の内
容全てを網羅するものではありません。したがって、結果は、児童生徒が身に付けるべき学力の一部分
であることや学校における教育活動の一側面に過ぎないことに留意する必要があります。この結果のみ
で、学校や児童生徒を評価できるものではありません。
　また、北斗市教育委員会では、例年同様、市全体及び中規模・大規模の小中学校の調査結果のみ公表
いたします。今後も、北斗市の学校は、保護者、地域と一体となって学力向上や学習環境の整備に取り
組んでまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。

北斗市教育委員会

北斗市内小学校各教科の平均正答率（％）

国　語 算　数
北　斗　市 64

67. 2
－2

66
60

62. 5
－1

61
124

129. 7
－3

－3. 2 －2. 5 －5. 7

127北　海　道
全　　　国
道 と の 差
全国との差
※北斗市・北海道の平均正答率は国が公表した整数値

６年生 351人
合　計

全国の「正答数の少ない層」と同じ範囲に含まれる児童の割合

調
　
査

　
の

　
概

　
要

小
　
　
学
　
　
校

①学校の授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たり
どれくらいの時間、勉強をしますか
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・
全
校
で
短
作
文
に
取
り
組
み
、
継
続
的
な

校
内
掲
示
を
実
施
す
る
。

・
基
礎
的
な
学
力
を
底
上
げ
す
る
た
め
、
朝

学
習
や
サ
ポ
ー
ト
学
習
を
実
施
す
る
。

・
読
書
の
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
体

験
を
実
施
す
る
。
（
読
書
マ
ラ
ソ
ン
・
ブ

ッ
ク
ト
ー
ク
・
読
み
聞
か
せ
・
朝
読
書
・

家
読
書
・
市
立
図
書
館
と
の
連
携
な
ど
）

③
学
習
内
容
の
習
得
・
定
着
の
た
め
に

・
条
件
に
合
わ
せ
た
り
、
資
料
を
活
用
し
て
、

考
え
を
ま
と
め
た
り
す
る
力
を
培
う
た
め
、

全
校
で
条
件
付
き
作
文
に
取
り
組
む
。

・
「
め
あ
て
」
「
ま
と
め
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
振
り
返
り
」
の
時
間
を
確
保
し
、
学
び

の
深
化
に
努
め
る
。

④
児
童
が
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
向

か
う
た
め
に

・
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
た

り
、
人
に
教
え
た
り
す
る
な
ど
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
意
識
し
た
発
問
や
課
題
の
設
定

を
行
う
。

・
表
現
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
「
振
り
返

り
」
や
「
交
流
の
時
間
・
場
」
を
確
保
す

る
。

・
「
学
習
の
き
ま
り
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
等

の
取
組
を
児
童
が
主
体
的
に
考
え
、
実
行

で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。

・
子
ど
も
た
ち
に
、
「
や
り
き
る
」
活
動
を

保
障
す
る
。

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
学
習
の
記
録
や
ま
と

め
を
行
う
。

・
ネ
ッ
ト
ド
リ
ル
を
活
用
す
る
。

⑥
そ
の
他
の
取
組

・
家
庭
学
習
の
具
体
例
を
提
示
す
る
な
ど
、

自
学
自
習
に
向
け
て
指
導
を
行
う
。

②自分には、よいところがあると思いますか
②
「
自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、
「
当
て
は
ま

る
」
と
答
え
て
い
る
児
童
の
割
合
が
、
全
道

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
24
・
８
％

の
児
童
が
否
定
的
な
回
答
で
、
全
国
・
全
道

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

③
過
去
の
調
査
で
は
、
い
じ
め
は
絶
対
い
け

な
い
と
い
う
意
識
は
、
全
道
・
全
国
よ
り
高

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度

は
、
全
道
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
否
定

的
な
回
答
は
、
全
道
・
全
国
を
上
回
り
ま
し

た
。
以
前
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
結
果
で
す
。

④
コ
ロ
ナ
禍
の
一
昨
年
は
、
楽
し
い
と
感
じ
る

児
童
の
割
合
が
大
き
く
減
り
ま
し
た
が
、
昨

年
、
多
少
回
復
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年

度
ま
た
、
楽
し
い
と
感
じ
る
児
童
の
割
合
は

減
少
し
ま
し
た
。
否
定
的
な
回
答
も
多
く
、

改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

※
そ
の
他
、
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
児
童

の
割
合
」
は
、
年
々
下
が
っ
て
お
り
、
北
斗

市
73
・
5
％
（
昨
年
77
・
7
％
）
、
北
海
道

80
・
7
％
（
昨
年
81
・
5
％
）
、
全
国
83
・

7
％
（
昨
年
84
・
9
％
）
と
全
道
、
全
国
を

下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
、
あ
っ
た
ゲ
ー
ム
や
ス

マ
ホ
な
ど
の
時
間
に
関
す
る
調
査
は
、
今
年

度
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３　

学
力
向
上
の
取
組

○
「
１
教
科
に
関
す
る
調
査
」
「
２
児
童
へ

の
質
問
紙
調
査
」
の
結
果
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
今
回
の
調
査
で
は
多
く
の
課
題
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
各
小
学
校
で
は
、

結
果
を
分
析
し
、
実
態
に
合
わ
せ
た
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
課
題
解
決
・
改
善
の
取
組
】

①
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
た
め
に

・
音
読
の
時
間
を
設
定
す
る
。

・
教
科
担
任
制
や
少
人
数
指
導
な
ど
に
よ
り
、

授
業
の
質
の
向
上
を
図
る
。

②
児
童
の
学
習
意
欲
向
上
の
た
め
に

④学校に行くのは楽しいと思いますか ③いじめは，どんな理由があってもいけないことだと
思いますか

小学校４校の平均正答率（％）

国　語 算　数

Ａ 63

63

64

67

57

58

59

65

120

121

123

132Ｂ

Ｃ

Ｄ
※各校の正答率は国が公表した整数値

合　計
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１　

教
科
に
関
す
る
調
査

○
国
語
・
数
学
・
英
語
の
全
教
科
で
、
全
国
・

全
道
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。
国
語
・
数
学

で
昨
年
度
よ
り
差
が
広
が
り
、
英
語
で
前
回

実
施
の
平
成
31
（
令
和
元
）
年
度
よ
り
差
が

縮
ま
り
ま
し
た
。

○
問
題
の
分
類
別
正
答
率
で
も
、
全
国
・
全
道

を
下
回
り
ま
し
た
。

〇
中
学
校
で
も
、
「
正
答
数
の
少
な
い
層
」
を

減
ら
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
国
語
で
４
・
３
㌽
、
数
学
で

６
・
３
㌽
、
全
国
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
英
語
で
０
・
５
㌽
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

平
均
正
答
率
が
、
全
国
を
下
回
っ
た
英
語
で
、

「
正
答
数
の
少
な
い
層
」
が
全
国
よ
り
少
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
英
語
に
関
し
て
は
、

あ
る
程
度
、
底
上
げ
が
図
ら
れ
た
と
言
え
ま

す
。

２　

生
徒
へ
の
質
問
紙
調
査

①
１
時
間
以
上
、
家
庭
学
習
を
し
て
い
る
生
徒

の
割
合
は
、
全
道
を
上
回
り
、
ほ
ぼ
全
国
平

均
並
み
で
す
。
30
分
未
満
ま
た
は
、
全
く
し

な
い
と
回
答
し
た
生
徒
は
、
全
道
を
下
回
り
、

家
庭
学
習
の
時
間
は
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
「
自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、
「
当
て
は

ま
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま

る
」
と
答
え
て
い
る
生
徒
の
割
合
が
、
全

国
・
全
道
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

中
　
　
学

　
　
校

北斗市内中学校各教科の平均正答率（％）

国　語 数　学
北　斗　市 68

69. 8
－1

69
47

51. 0
－2

49
158

166. 4
－4

－1. 8 －4. 0

英　語
43

45. 6
－1

44

－2. 6 －8. 4

162北　海　道
全　　　国
道 と の 差
全国との差
※北斗市・北海道の平均正答率は国が公表した整数値

３年生　379人
合　計

全国の「正答数の少ない層」と同じ範囲に含まれる生徒の割合

②自分には、よいところがあると思いますか ①学校の授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たり
どれくらいの時間、勉強をしますか

④学校に行くのは楽しいと思いますか ③いじめは，どんな理由があってもいけないことだと
思いますか
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・
授
業
の
中
に
「
考
え
る
場
」
「
判
断
す
る

場
」
「
行
動
す
る
場
」
を
設
定
し
て
取
り
組

む
。

・
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を

実
施
す
る
。

・
問
題
の
状
況
が
理
解
で
き
て
い
る
か
を
細
か

く
確
認
、
説
明
す
る
。

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
「
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
」
を
活
用
す
る
。

②
生
徒
の
学
習
意
欲
向
上
の
た
め
に

・
シ
ラ
バ
ス
（
計
画
と
振
り
返
り
）
を
作
成
・

活
用
し
、
「
目
標
」
と
「
何
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
」
を
生
徒
と
共
有
し
な
が
ら
見
通

し
を
持
っ
て
学
習
活
動
を
進
め
て
い
る
。

・
学
校
と
家
庭
の
学
習
を
つ
な
げ
る
活
動
を
毎

日
行
う
。

③
学
習
内
容
の
習
得
・
定
着
の
た
め
に

・
記
述
問
題
に
つ
い
て
答
え
方
・
書
き
方
の
練

習
を
繰
り
返
し
行
い
、
生
徒
同
士
の
教
え
合

い
の
場
も
設
け
る
。

・
記
述
で
の
答
え
方
に
慣
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ

③
過
去
の
調
査
で
は
、
い
じ
め
は
絶
対
い
け

な
い
と
い
う
意
識
は
、
小
学
生
と
同
様
、
非

常
に
高
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

「
当
て
は
ま
る
」
と
答
え
た
生
徒
の
割
合
は
、

全
道
・
全
国
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
北
斗
市

と
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
６
・
６
㌽
も
下
が

り
ま
し
た
。

④
小
学
生
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
昨
年
は
、
楽

し
い
と
感
じ
る
生
徒
の
割
合
は
、
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
が
、
昨
年
、
多
少
回
復
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
年
度
ま
た
、
楽
し
い
と
感

じ
る
生
徒
の
割
合
は
、
減
少
し
ま
し
た
。
否

定
的
な
回
答
も
多
く
、
改
善
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

※
そ
の
他
、
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
生
徒

の
割
合
」
は
、
年
々
下
が
っ
て
お
り
、
北
斗

市
73
・
０
％
（
昨
年
77
・
８
％
）
、
北
海
道

75
・
４
％
（
昨
年
77
・
４
％
）
、
全
国
78
・

６
％
（
昨
年
79
・
９
％
）
と
全
道
、
全
国
を

下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
学
校
と
同
様
、
昨
年
度
ま
で
あ
っ
た
、

ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
時
間
に
関
す
る
調

査
は
、
今
年
度
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３　

学
力
向
上
の
取
組

○
小
学
校
同
様
、
中
学
校
で
も
明
ら
か
に
な
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
結
果
を
分
析
し
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
課
題
解
決
・
改
善
の
取
組
】

①
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
た
め
に

・
習
熟
度
に
応
じ
た
少
人
数
に
よ
る
コ
ー
ス
分

け
を
行
い
、
理
解
度
に
合
わ
せ
た
授
業
を
展

開
す
る
。

・
３
Ｋ
（
考
え
る
・
会
話
す
る
・
行
動
す
る
）

授
業
を
行
う
。

ま
な
条
件
の
も
と
に
文
章
を
書
く
機
会
を
設

け
る
。

・
課
題
、
ま
と
め
、
振
り
返
り
を
明
確
に
し
、

学
習
の
定
着
を
図
る
。

・
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
定
着
を

図
る
た
め
、
Ｔ
・
Ｔ
に
よ
る
授
業
を
実
施
し

て
い
る
。

・
基
礎
・
基
本
の
定
着
の
た
め
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
問
題
の
振
り
返
り
、
解
き
直

し
を
実
施
し
て
い
る
。

・
問
題
演
習
の
際
に
、
教
え
合
い
、
学
び
合
い

を
入
れ
、
定
着
に
結
び
つ
け
る
。

・
英
語
で
、
語
順
定
着
、
文
法
の
確
認
、
書
く

演
習
の
た
め
に
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
、
発
表
活

動
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

④
生
徒
が
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
向

か
う
た
め
に

・
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
た
り
、

人
に
教
え
た
り
す
る
な
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
意
識
し
た
発
問
や
課
題
の
設
定
を
行
う
。

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
、
多
様
な
考
え
方

を
共
有
す
る
授
業
を
行
う
。

・
試
験
前
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、
今
ま
で
は

用
紙
（
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
）
に

記
入
し
て
い
た
が
、
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に

入
力
し
、
把
握
と
分
析
を
行
え
る
よ
う
、
改

訂
を
進
め
て
い
る
。

⑥
そ
の
他
の
取
組

・
家
庭
学
習
の
具
体
例
を
提
示
す
る
な
ど
、
自

学
自
習
に
向
け
て
各
学
年
に
応
じ
た
指
導
を

行
う
。

・
日
常
的
に
英
語
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
オ
ー
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
的
要
素
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
行
う
。

・
学
習
環
境
の
整
備
を
行
う
。

〇
今
年
度
の
調
査
で
、
北
斗
市
の
子
ど
も
た

ち
は
、
全
て
の
教
科
で
、
全
国
・
全
道
平
均

を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
学
校
で
平

成
24
年
以
来
、
中
学
校
で
平
成
26
年
以
来
の

こ
と
で
す
。
小
中
が
そ
ろ
っ
て
下
回
る
の
は
、

こ
の
全
国
調
査
が
始
ま
っ
て
２
年
目
の
平
成

20
年
以
来
と
な
り
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
こ

う
し
た
調
査
結
果
を
重
く
受
け
と
め
、
実
施

学
年
の
学
力
の
保
障
と
学
校
全
体
の
学
力
向

上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

質
問
紙
調
査
で
、
「
先
生
は
、
授
業
や
テ

ス
ト
で
間
違
え
た
と
こ
ろ
や
、
理
解
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
分
か
る
ま
で
教
え

て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質

問
に
、
「
当
て
は
ま
る
」
と
答
え
て
い
る
児

童
生
徒
の
割
合
が
、
全
国
・
全
道
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
学
校
は
、
学
力
の
向
上
の
た
め
、

こ
の
姿
勢
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
小
学
生
は
、
「
友
達
関
係
に
満
足
し
て
い

る
」
「
国
語
の
勉
強
は
好
き
」
と
い
う
回
答

が
、
全
国
・
全
道
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
中

学
生
は
、
「
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
進

ん
で
助
け
て
い
る
」
「
人
の
役
に
立
つ
人
間

に
な
り
た
い
」
「
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る

た
め
に
何
か
し
て
み
た
い
」
と
い
う
回
答
が
、

全
国
・
全
道
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
北
斗
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
心
優
し

く
、
前
向
き
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

〇
そ
ん
な
北
斗
市
の
子
ど
も
た
ち
を
心
豊
か

に
育
ん
で
い
く
た
め
、
各
ご
家
庭
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
環

境
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

温
か
い
励
ま
し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

指
導
室
）

中学校３校の平均正答率（％）

国　語 数　学

Ａ 66

73

65

47

51

43

英　語

40

50

39

153

174

147Ｂ

Ｃ

※各校の正答率は国が公表した整数値

合　計

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
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10
月
14
日
（
土
）
、
「
学
芸
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
参
観
の
人
数
制
限
を
な

く
し
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
来
賓
の
方
々
に

観
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
学
期

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
少
し
ず
つ
練
習
を
重

ね
、
学
芸
会
特
別
日
課
を
経
て
、
各
学
年
が
趣

向
を
凝
ら
し
た
楽
し
い
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
リ
ズ

ム
打
ち
、
合
唱
、
器
楽
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

「
は
じ
め
の
言
葉
」
で
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
、

ゆ
か
い
な
振
り
付
け
で
踊
り
な
が
ら
発
表
し
ま

し
た
。

　

２
年
生
は
、
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る
「
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
と
ぜ
ん
ま
い
ね
ず
み
」
の
物
語
を

劇
で
発
表
し
ま
し
た
。
身
振
り
手
振
り
を
交
え
、

ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
大
き
な
声
で
、
４
人
と
い

う
少
な
い
人
数
を
感
じ
さ
せ
な
い
堂
々
と
し
た

演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
初
め
て
の
リ
コ
ー
ダ
ー
で
の
合

奏
、
手
話
の
振
り
付
け
を
し
な
が
ら
の
合
唱
、

跳
び
箱
な
ど
得
意
な
こ
と
の
個
人
発
表
、
器
楽

合
奏
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
し
た
。

　

一
人
一
人
が
自
分
の
役
割
に
責
任
を
も
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
発
表
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
・
５
年
生
は
、
ジ
ブ
リ
の
世
界
を
リ
コ
ー

ダ
ー
や
合
唱
、
器
楽
合
奏
で
表
現
し
ま
し
た
。

「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
合

唱
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
を
動
画

で
紹
介
し
た
り
、
全
員
の
音
と
気
持
ち
を
合
わ

せ
て
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
年
生
は
、
「
ま
ね
し
小
僧
」
と
い
う
劇
を

発
表
し
ま
し
た
。
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
で
笑
い
を

誘
い
つ
つ
、
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
し
な

い
こ
と
や
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
ま
し
た
。
「
お
わ
り
の
言
葉
」
で
は
、

各
学
年
の
発
表
を
振
り
返
り
、
観
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
最
高
学
年
と
し
て
お
礼
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

　

学
芸
会
の
取
組
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は

互
い
の
努
力
を
認
め
合
っ
た
り
、
協
力
し
た
り

す
る
こ
と
の
よ
さ
を
味
わ
い
、
更
に
自
分
自
身

を
成
長
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
は
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
支
え
る
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〜
最
後
ま
で　

み
ん
な
の
思
い　

届
け
よ
う
〜

市
渡
小
学
校

１年生の発表
「はじめの言葉」

３年生の発表
「せいじゃの行進」

６年生の発表
「まねし小僧」

２年生の発表
「アレクサンダとぜんまいねずみ」

４・５年生の発表
「いつも何度でも」

　
　

（
市
渡
小
学
校　

教
諭　

塚
原　

智
子
）
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文
化
祭
は
、
小
・

中
学
校
交
互
に
演
目

を
発
表
す
る
形
で
行

い
ま
し
た
。
開
演
前
の

子
ど
も
た
ち
は
か
な
り

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

器
楽
・
手
話
を
交
え
た

歌
・
ア
イ
ヌ
文
化
・
劇
・

中
学
生
と
の
合
同
太
鼓
、

す
べ
て
の
演
目
に
、
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果

を
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
な
が
ら
発
揮
し
、

し
っ
か
り
と
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

校
長
は
挨
拶
で
、「
文
化
祭
の
最
大
の
ね
ら
い

は
、
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
合
い
、
自

分
の
学
び
を
更
な
る
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
が
楽
し
み
な
が
ら

や
り
遂
げ
て
、
友
だ
ち
と
お
互
い
の
良
さ
を
共

有
し
、
輝
く
笑
顔
と
元
気
を
地
域
の
皆
さ
ま
に

お
届
け
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

演
劇
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
一
人
何
役
も
こ

な
し
、
器
楽
で
も
複
数
の
パ
ー
ト
を
一
人
で
演

奏
す
る
な
ど
、
小
さ
い
学
校
な
ら
で
は
の
頑
張

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
私
た
ち
も
、
み
ん
な
が
元
気
に

な
る
こ
と
が
し
た
い
」
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
器

楽
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
大
人
た
ち
の
普
段
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
姿
を
、
地
域
の
方
や
子

ど
も
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
合
同
太
鼓
は
、
事
前
練
習

が
１
回
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
番
で

は
21
名
に
よ
る
、
息
が
合
っ
た
迫
力
の
あ
る
演

奏
で
、
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

今
回
の
文
化
祭
で
経
験
し
た
学
び
を
、
こ
れ

か
ら
出
会
う
新
た
な
学
び
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
全
力

で
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

（
石
別
小
学
校
養
護
教
諭

今

香
織
）

石
別
小
学
校

〜
笑
顔
と
元
気
そ
し
て
真
剣
に
頑
張
る
姿
を

  

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
し
た
〜

10
月
21
日
（
土
）
、
石
別
中
学
校
と
の
合
同

文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ

は
『Sm

ile m
akes us happy!

』
。
こ
れ
は

「
自
分
た
ち
の
姿
を
通
し
て
、
家
族
や
地
域
の

人
た
ち
が
笑
顔
に
な
り
幸
せ
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
温
か
く
学
校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
に
最
高
の
姿
を
見
て
も
ら
え
る
よ

う
、
た
く
さ
ん
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

学
校
の
様
子
は
い
つ

で
も
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
興
味
が
あ

る
方
は
、
気
軽
に
学
校

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全校劇「ほんとうの宝物は」のエンディング

全校器楽はYOASOBIの「アイドル」に挑戦 全校合唱「世界中の子どもたちが」で手話に挑戦

七飯養護学校おしま学園分校も作品展示で参加

アイヌの歌や踊り ムックリの演奏披露

PTAバンドはサザンの曲を演奏

石別小学校
ホームページ
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今
年
度
は
夏
休
み
初
日
の
７
月
27
日
（
木
）

に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
茂
辺
地
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
北
斗
市
教
育
委
員

会
で
す
が
、
茂
辺
地
小
中
学
校
で
も
児
童
生
徒
、

そ
し
て
教
職
員
も
積
極
的
に
こ
の
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
茂
辺
地
町
内
を
歩
き
回
り
な
が

ら
、
先
生
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
遺
愛
高
校
生
、
北
斗
市

の
職
員
の
人
た
ち
と
簡
単
な
英
会
話
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
の
活
動
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

遺
愛
高
校
生
の
リ
ー
ド
で
、
感
想
な
ど
を
英
語

で
発
表
し
ま
し
た
。
ど
の
児
童
生
徒
も
自
信
に

満
ち
溢
れ
た
笑
顔
で
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
茂
辺
地
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の

人
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
い
う
目
標
の
下
、
茂
辺
地

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
日
本
語
と
英
語
の
２
カ
国
語
で
表

現
し
て
い
ま
す
。
２
年
生
の
宿
泊
研
修
（
函
館

市
内
）
や
、
３
年
生
の
修
学
旅
行
（
岩
手
県
）

で
も
配
布
活
動
を
し
ま
し
た
。
伝
え
た
い
こ
と

を
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
10
月
28
日
（
土
）
に
は
、
数
年
ぶ

り
に
小
中
合
同
で
函
館
駅
周
辺
に
行
き
、
観
光

客
に
向
け
た
配
布
活
動
を
し
ま
し
た
。
道
行
く

観
光
客
に
話
し
か
け
る
こ
と
は
と
て
も
勇
気
の

い
る
こ
と
で
し
た
。
児
童
生
徒
は
ペ
ア
で
協
力

し
な
が
ら
外
国
人
や
日
本
の
観
光
客
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
茂
辺
地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
成
果
と
課
題
を

ま
と
め
、
11
月
25
日
（
土
）
に
ふ
る
さ
と
学
習

と
し
て
、
発
表
会
を
し
ま
す
。

　

毎
年
10
月
末
に
茂
辺
地
小
中
学
校
で
は
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
集
会
を
行
い
ま
す
。
北
斗
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

４
人
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
「
ト
リ
ッ
ク
・

オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
と
言
い
な
が
ら
校
内
を
歩

き
回
り
、
先
生
方
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
た
ち
と
簡
単
な
英

会
話
活
動
を
行
い
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
も
ら
い

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
な
る
と
ク
リ
ス
マ
ス

集
会
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
中
学
生
が
ど
ん

な
活
動
を
し
た
ら
よ
い
か
、
企
画
を
考
え
て
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
小
学
生
が
楽
し
ん
で
英

会
話
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
と

て
も
大
切
な
取
組
で
す
。

（
茂
辺
地
中
学
校　

教
諭　

會
津　

聡
子
）

本
校
な
ら
で
は
の
外
国
語
活
動

　

本
校
で
は
、
外
国
語
推
進
委
員
会
の
教
諭
が

中
心
と
な
り
、
年
間
の
指
導
計
画
に
沿
っ
て
、

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の
朝
に
、
英
会
話
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
今
年
度
か

ら
朝
英
語
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
や
好
き
な
こ
と
な
ど
、
簡
単
な
表

現
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
は
短
い

時
間
で
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
と
英
会
話
を
通

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
必
ず
し
も
ス
ラ
ス
ラ
完
璧
な
英
語
を

話
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
自
然
体
で
楽
し
く
、
失
敗
を
し
て
も
な
ん

と
か
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
の
活
動
が
児
童
生
徒

の
自
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

茂
辺
地
小
中
学
校
で
は
、
日
頃
か
ら
外
国
語
に
親
し
む
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
週
火

曜
日
と
木
曜
日
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
と
し
、
先
生
方
や
友
達
と
廊
下
で
す
れ
違
っ
た
り
し
た

と
き
に
英
語
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
な
ど
、
、
楽
し
く
慣
れ
親
し
め
る
環
境
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
本
校
の
外
国
語
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
会
話
を
し
て
い

る
様
子
（
中
学
校
）

校
長
先
生
と
英
会
話
を
し
て

い
る
様
子
（
小
学
校
）

朝
英
語
の
紹
介

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
活
動

パンフレットPR後に快く写真
撮影に応じてくれました。

パンフレットを見せながら外国
人観光客にPRしている様子

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
集
会

先生方やALTたちと英会話活動を
している様子

ク
リ
ス
マ
ス
集
会

昨年のクリスマス集会。ポージン
グゲームをしている様子
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長
時
間
の
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
で
体
調
を
崩
し
、 

頭
痛
や
居
眠
り
、
無
気
力
な
ど
、
保
健
室
で
対

応
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

内
閣
府
の
「
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
環
境
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
中
学
生
の

平
日
１
日
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
は
、
２
０
１
３
年
で
平

均
86
・
６
分
、
２
０
２
１
年
に
は
約
２
倍
の

１
６
１
・
６
分
に
増
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
１
日
の
活
動
時
間
に
占
め
る
割
合
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
О（
世
界
保
健
機
関
）は
、
２
０
１
９
年

に
「
ゲ
ー
ム
障
害
」
を
新
た
な
病
気
と
し
て
正

式
に
認
定
し
ま
し
た
。「
ゲ
ー
ム
障
害
診
断
」

の
４
項
目
す
べ
て
に
当
て
は
ま
り
、
12
カ
月
続

く
場
合
に
「
ゲ
ー
ム
障
害
」
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

当
て
は
ま
る
様
子
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ネ
ッ
ト
依
存
に
な
っ
て
し
ま
う
背
景
に
は
、

日
常
の
ス
ト
レ
ス
を
紛
ら
わ
せ
る
た
め
簡
単
に

ワ
ク
ワ
ク
や
楽
し
み
を
得
ら
れ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
頼
っ
て
し
ま
う
事
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
思
春
期
を
迎
え
る
小
学
校
高
学
年
か

ら
中
学
生
で
は
特
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
く
、

一
層
そ
の
傾
向
が
強
ま
り
ま
す
。
利
用
の
ル
ー

ル
を
家
庭
で
決
め
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

よ
う
指
導
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
厳
し
く

注
意
す
る
こ
と
が
逆
効
果
と
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
生
活
全
般
を
見
渡
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
生
活
か
ら
、
そ
の
方
法
以
外
に
価
値
の
あ

る
世
界
に
目
を
広
げ
る
声
か
け
や
、
大
人
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
の
活
動
を
楽
し
み
、
モ
デ

ル
と
な
る
こ
と
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
や
学
校
で
は
、
子
ど
も
が
ス
ト
レ
ス
に
つ

い
て
大
人
に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
も
大

切
で
す
。

　

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ネ
ッ
ト
の
危
険

か
ら
子
供
を
守
る
た
め
に
」
で
検
索
す
る
と
、

指
導
に
役
立
つ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
多
数
あ
り
ま

す
の
で
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
北
斗
市
学
校
保
健
会

　
　

上
磯
中
学
校
養
護
教
諭　

本
間　

裕
子
）

　

北
斗
市
で
は
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
も
つ
子
供
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
外
国
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
に

校
長
会
と
教
頭
会
が
中
心
と
な
り
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
に
は
４
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
を
生
か
し
た
楽
し
い
英
語
教
育
が
全
小
中
学

校
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の

連
携
を
保
つ
の
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
間
に
４
名
の
異

な
っ
た
外
国
人
指
導
者
と
触
れ
合
え
る
こ
と
は

市
内
の
小
中
学
生
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な

い
経
験
で
す
。
廊
下
で
気
さ
く
に
「
ハ
ロ
ー
」

と
話
し
か
け
る
姿
を
見
て
、
本
市
で
の
恵
ま
れ

た
教
育
環
境
の
中
で
育
つ
子
供
た
ち
が
、
将
来

大
き
く
国
際
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
く
姿
を
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
と
な
っ
て
、

９
年
間
を
見
越
し
た
英
語
教
育
課
程
の
概
要
が

作
成
さ
れ
て
お
り
、
各
校
で
は
、
そ
れ
を
基
に

教
育
活
動
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
学

校
で
３
段
階
、
中
学
校
で
３
段
階
ず
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
大
ま
か
な
目
当
て
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

指
導
者
が
そ
れ
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
こ
と

で
、
学
校
間
の
指
導
内
容
が
少
し
で
も
そ
ろ
う

よ
う
、
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
教
育
課
程
に
合
わ
せ
て
、
９

年
間
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
‐
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
も
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
英
語
で
で

き
る
こ
と
を
リ
ス
ト
化
し
た
も
の
で
、
「
英
語

の
授
業
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」
を
子

供
た
ち
自
身
で
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
組
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

加
え
て
、
先
述
し
た
教
育
課
程
の
概
要
の
中

で
は
、
各
段
階
に
お
け
る
英
検
チ
ャ
レ
ン
ジ
目

標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
英
検
受
検
は
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
一
つ
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
の
補
助
制
度
を
周
知
す

る
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
受
検
者
を

増
や
し
、
よ
り
自
信
を
も
っ
て
英
語
活
動
に
臨

め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

英
検
に
関
し
て
は
、
道
教
委
が
推
進
す
る
、

６
年
生
対
象
の
英
検
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
実
施
し
、
リ
ス

ニ
ン
グ
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
小
学
英

語
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
英
検
の
受
験
意
欲
を
高
め
る
よ
う
、

指
導
に
生
か
す
取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
次
年
度
よ
り
教
科
書
が
改
訂
さ

れ
、
さ
ら
に
英
語
教
育
へ
の
期
待
や
関
心
が
高

ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
も
、
教
育
課
程
の
概
要
や
Ｃ
Ａ
Ｎ

-

Ｄ
Ｏ

リ
ス
ト
の
教
科
書
に
合
わ
せ
た
見
直
し
を
き
め

細
か
く
行
い
、
さ
ら
に
英
語
教
育
が
充
実
す
る

よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
北
斗
市
校
長
会
外
国
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　

上
磯
小
学
校
長　

後
木　

明
生
）

ゲ
ー
ム
障
害
と
ネ
ッ
ト
依
存

【ゲーム障害診断】
いくつ当てはまりますか？
□ゲームをする時間をコントロールできな
い。
□ほかの生活上の関心事や日常の活動より
ゲームを優先する。
□ゲームによって問題が起きているにもか
かわらずゲームを続ける。
□学業や仕事、家事などの日常生活に著し
い支障がある。

内閣府2022年１月
発行リーフレット
より
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▼
秋
山
（
以
下
：
秋
）

「
小
学
生
の
意
見
か
ら
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
取

り
組
み
た
い
と
い
う

声
が
多
か
っ
た
で
す
。
校
内
で
の
経
験
も
あ

る
し
、
も
っ
と
上
達
し
た
い
。
他
校
と
の
交

流
や
指
導
の
機
会
も
ほ
し
い
よ
う
で
す
。
」

▼
千
秋
（
以
下
：
千
）

「
以
前
、
幼
稚
園
や

保
育
園
の
交
流
を

ね
ら
い
に
、
サ
ッ

カ
ー
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
応
援
を
い
た
だ
き
好

評
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
の
間
に
か
「
勝
つ

楽
し
さ
も
味
わ
わ
せ
た
い
」
と
い
う
ム
ー
ド

も
出
て
来
ま
し
た
。
一
方
、
「
幼
児
期
か
ら
、

勝
つ
こ
と
を
教
え
る
の
は
ど
う
か
」
と
い
う

考
え
も
あ
り
ま
す
。
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
「
上
達
し
た

い
」
と
い
う
ど
ち
ら
の
気
持
ち
も
大
切
に
し

な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
創
っ
て
い

く
こ
と
が
、
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
」

▼
安
達
（
以
下
：
安
）

「
以
前
、
幼
稚
園
に

勤
め
て
い
た
と
き
、

サ
ッ
カ
ー
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
強

制
せ
ず
自
由
に
参

加
さ
せ
、
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
や
め
た
子

ど
も
が
、
数
日
後
、
ボ
ー
ル
を
蹴
り
に
き
た

と
き
の
姿
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
プ
レ
ー
中

に
ボ
ー
ル
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
し
、
負

け
る
と
泣
き
出
す
子
ど
も
も
い
ま
す
。
で
も
、

日
に
日
に
サ
ッ
カ
ー
の
面
白
さ
を
知
り
ま
と

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
幼
児
期
の
ス
ポ
ー
ツ

に
は
、
勝
ち
負
け
よ
り
も
『
自
由
に
参
加
で

き
る
』
場
が
用
意
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
ま
た
、
「
楽
し
か
っ
た
」
「
次
は
が
ん

ば
る
」
と
し
て
完
結
で
き
る
よ
う
に
、
声
が

け
を
す
る
力
が
大
人
に
も
問
わ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
」

▼
木
島
（
以
下
：
木
）

「
ス
ポ
ー
ツ
の
入
門
期
で
す
か
ら
、
こ
れ
か

ら
は
大
会
を
主
催
す
る
側
に
も
、
大
会
が
開

か
れ
て
い
る
趣
旨

を
、
よ
り
理
解
し

て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
由
に

子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
学
校
や
保
護
者
に
も
伝
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
」

▼
秋
「
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る

『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
の
開
催
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
小
学
生
の
要
望
と
し

て
多
か
っ
た
で
す
。
」

▼
千
「
北
斗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
総
合

運
動
公
園
を
会
場
に
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
『
き

じ
ひ
き
高
原
ま
つ
り
』
の
と
き
に
は
、
野

外
運
動
広
場
を
開
設
し
ま
し
た
。
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
、
大
変
好
評
で
し

た
。
」

▼
秋
「
そ
の
よ
う

　
　

な
楽
し
い
イ

　
　

ベ
ン
ト
を
行

　
　

っ
て
い
る
と

　
　

い
う
こ
と
を
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
め

広
報
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
も
必
要
で
す

ね
。
」

◆
木
「
年
齢
や
足
の
速
さ
も
関
係
な
く
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
競
技
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
動
き
を
止
め
ず
に
、
片
足

を
長
い
時
間
浮
か
せ
な
が
ら
、
小
刻
み
に

進
む
と
い
う
『
遅
け
れ
ば
勝
ち
』
の
よ
う

な
種
目
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
や
ス
ノ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
に
も
あ
る
と
参
加
者

が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
」

▼
千
「
小
学
生
の
意
見
の
中
に
あ
っ
た
『
逃

走
中
』
、
こ
の
意
見
は
、
と
て
も
面
白
い

で
す
ね
。
ハ
ン
タ
ー
を
大
人
が
や
る
ん
で

し
ょ
。
（
苦
笑
）
」

▼
木
「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
３
枚
抜
い
た
ら
、

ハ
ン
タ
ー
放
出
が
阻
止
さ
れ
る
と
か
、
ス

ポ
ー
ツ
の
要
素
も
取
り
入
れ
る
と
面
白
そ

う
で
す
よ
ね
。
」

▼
安
「
お
に
ご
っ
こ
の
よ
う
で
す
ね
。
大
人

と
一
緒
に
遊
ん
で
、
楽
し
む
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
と
い
う
場
と
し
て
は
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
」

▼
秋
「
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う

企
画
を
一
歩
一
歩
進
め
ら
れ
た
ら
い
い
で

す
ね
。
今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
子
ど

も
た
ち
や
、
運
営
さ
れ
る
方
に
意
見
を
聞

い
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
」

（
北
斗
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山

範
光
）

お
に
ご
っ
こ

お
に
ご
っ
こ

か
ら
始
め
る
の
も
い
い
ね
！

〜
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
・
座
談
会
〜

【座談会　参加メンバー】

市
民
の
健
康
づ
く
り
や
運

動
能
力
の
向
上
に
向
け
て
、

北
斗
市
で
は
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
講

座
や
イ
ベ
ン
ト
が
幅
広
く
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
小
学
生
の
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
関
心
度
を
ア
ン

ケ
ー
ト
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、

「
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
・
北
斗
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
・
市
社

会
教
育
課
職
員
と
小
学
校
教

諭
の
四
者
で
座
談
会
を
開
催

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

思
い
を
伝
え
合
っ
て
み
ま
し

た
。

誰誰誰
でででももも

し
い
し
い
し
いを
創
り
た
い

楽楽楽

追
記

座
談
会
後
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
で
は
、
か
ら
だ
・
ス

ポ
ー
ツ
・
美
容
等
の
楽
し
い

講
座
が
、
た
く
さ
ん
開
設
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　

（
秋
山
）

NOSS
ホームページ

NOSS
インスタグラム
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三
木
露
風
（
本
名
・
三
木
操み
さ
お

）
は
明
治
22
年

（
１
８
９
９
年
）
に
兵
庫
県
揖い
っ
さ
い西

郡
龍た

つ

野の

町

（
現
・
た
つ
の
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

創
作
を
は
じ
め
た
の
は
小
学
３
年
生
の
こ
ろ
、

恩
師
の
影
響
に
よ
り
俳
句
を
詠よ

み
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
当
時
詠
ん
だ
も
の
に
は
、

後
に
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
詞
の
一
節
と
な
る

「
赤
蜻と

ん
ぼ蛉 

と
ま
つ
て
ゐい

る
よ 
竿さ

お

の
先さ

き
」
と

い
う
一
句
も
あ
り
ま
す
。

　

露
風
は
16
歳
に
し
て
初
の
作
品
集
で
あ
る

『
夏
姫
』
を
自
費
出
版
し
、
上
京
の
後
は
当
代

を
代
表
す
る
象し

ょ
う

徴ち
ょ
う

詩し

（
心
情
な
ど
の
主
題
を
そ

の
ま
ま
直
接
的
な
言
葉
に
す
る
の
で
は
な
く
、

音
楽
的
・
暗
示
的
な
手
法
で
象
徴
的
に
表
現
す

る
詩
）
の
作
家
と
し
て
北き

た

原は
ら

白は
く

秋し
ゅ
うと

な
ら
び
評

さ
れ
る
な
ど
、
若
く
し
て
名
声
を
得
た
人
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
作
家
人
生
は
常
に
順

じ
ゃ
ん

風ぷ
う

満ま
ん

帆ぱ
ん

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
43
年
（
１
９
１
０
年
）
か
ら
３
年
間
、

露
風
は
一
時
文ぶ

ん

壇だ
ん

で
の
居
場
所
を
失
い
、

「（
苦
い
）懐か

い

疑ぎ

」（『
良
心
』『
美
学
草
案
』）
…

つ
ま
り
は
人
間
不
信
を
抱
え
な
が
ら
放
浪
の

日
々
を
過
ご
す
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
光
を
射
し
た
の
が
、
東
海
道
を
放
浪

し
た
際
の
静
岡
・
沼
津
天
主
公
教
会
で
の
ビ
リ

ン
グ
神
父
と
の
出
会
い
で
し
た
。
こ
の
時
触
れ

た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
、
そ
し
て
日
々
の
修
道

生
活
は
彼
の
傷
つ
い
た
心
を
癒い

や

す
と
共
に
、
彼

の
詩
作
そ
し
て
人
生
そ
の
も
の
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

や
が
て
文
壇
に
返
り
咲
い
た
露
風
で
す
が
、

さ
ら
な
る
詩
作
の
境
地
を
求
め
ふ
た
た
び
沼
津

公
教
会
を
訪
ね
ま
す
。
そ
こ
で
勧
め
ら
れ
た
の

が
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
の
訪
問
で
し
た
。

　

露
風
が
初
め
て
ト
ラ
ピ
ス
ト
を
訪
れ
た
の
は

大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）
の
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
に
広
が
る
当
別
の
大
自
然
の
中
、
信
仰
の

も
と
日
々
を
過
ご
す
修
道
士
た
ち
、
そ
し
て
そ

の
先
頭
に
立
つ
プ
ー
リ
エ
院
長
の
姿
に
深
く
感

銘
を
受
け
た
露
風
は
、
同
年
そ
の
感
動
を
詩
集

『
良
心
』
と
し
て
上じ

ょ
う
し梓
。
そ
の
後
も
毎
年
の
よ

う
に
同
院
を
訪
れ
、
つ
い
に
大
正
９
年
（
１
９

２
０
年
）
、
プ
ー
リ
エ
院
長
の
懇
願
を
請
け
、

修
道
士
た
ち
の
文
学
講
師
と
し
て
赴
任
し
ま
す
。

　

著
書
『
詩し

い

歌か

の
道
』
の
中
で
露
風
は
、
「
修

道
院
の
廊ろ
う

下か

で
は
一
切
の
生
活
が
象
徴
的
意
義

を
有
す
る
と
私
は
感
じ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
所
作
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
特

に
そ
う
明
言
し
な
く
と
も
そ
の
身
に
秘
め
た
信

仰
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
…
こ
れ
が
、「
か
た
ち
に

し
て
明
示
せ
ず
に
目
指
す
も
の
を
表
現
す
る
」

と
い
う
象
徴
詩
の
姿
と
重
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
当
別
の
大
自
然
の
中
で
の
暮
ら
し
は
、

処
女
作
『
夏
姫
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
彼
の

詩
作
の
原
点
で
あ
る
自
然
へ
の
憧ど

う

憬け
い

を
も
再
び

呼
び
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
を
出
、
長
く
険
し
い
道
程
と
深
い

詩
作
へ
の
探
求
を
経
て
、
自
ら
の
心
を
救
っ
た

信
仰
に
導
か
れ
辿た

ど

り
着
い
た
地
に
広
が
る
、
大

自
然
と
い
う
自
ら
の
原
点
と
の「
再
会
」。
そ
う

考
え
る
と
、
こ
こ
北
斗
で
つ
む
が
れ
た
「
赤
と

ん
ぼ
」
の
詩
が
、
彼
の
故
郷
・
た
つ
の
で
詠
ま

れ
た「
赤
蜻
蛉 

と
ま
つ
て
ゐ
る
よ 

竿
の
先
き
」

の
句
で
し
め
ら
れ
た
意
味
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ

た
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

露
風
は
そ
の
後
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
に

洗
礼
を
受
け
、
修
道
士
た
ち
に
教
授
を
行
う
と

と
も
に
自
ら
も
修
道
生
活
に
励
み
、
新
た
な
詩

作
の
境
地
を
開
き
ま
す
。
こ
の
生
活
は
彼
に

と
っ
て
「
今
最
も
人
間
ら
し
い
人
々
の
中
で
暮

ら
し
て
ゐ
る
」
（
『
美
学
草
案
』
）
と
表
現
す

る
ほ
ど
満
ち
足
り
た
も
の
で
し
た
が
、
病
の
た

め
大
正
14
年
（
１
９
２
５
年
）
に
志
半
ば
に
し

て
修
道
院
を
去
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

帰
京
後
も
露
風
は
ト
ラ
ピ
ス
ト
に
思
い
を
寄

せ
、『
信
仰
の
曙
』
等
の
詩
集
や
修
道
生
活
を
基

に
し
た『
美
学
草
案
』『
詩
歌
の
道
』な
ど
の
詩

歌
論
・
随
筆
等
、
数
多
く
の
作
品
を
の
こ
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
（
郷
土
資
料
館　

時
田　

太
一
郎
）

露
風
が
つ
な
い
だ
２
つ
の「
市
」

〜
北
斗
と
た
つ
の
〜

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
今
や
な
じ
み
深
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
な
っ
た
名
曲
「
赤
と
ん
ぼ
」
。

　

こ
の
郷
愁
あ
ふ
れ
る
歌
詞
が
生
ま
れ
る
切
欠

と
な
っ
た
、
三
木
露
風
と
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院

の
縁
は
い
か
に
し
て
結
ば
れ
、
そ
し
て
そ
れ
は

彼
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
コ
ラ
ム
で
す
。

シンポジウムで挨拶をする池田市長

〈「
北
斗
遺
跡
も
の
が
た
り
」番
外
編
〉ミ
ニ
コ
ラ
ム

三
木
露
風
と
ト
ラ
ピ
ス
ト

　

み
な
さ
ん
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
耳
に
す

る
こ
と
に
な
っ
た
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
。
な
ぜ
、

こ
の
曲
が
お
昼
と
夕
方
に
防
災
無
線
か
ら
流
れ

て
い
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
最
も

愛
唱
さ
れ
て
い
る
「
赤
と
ん
ぼ
」
は
、
三
木
露

風
が
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
で
作
詩
し
た
曲
で
あ

る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
来
た
る
11
月
４
日
（
土
）
、
兵
庫

県
た
つ
の
市
の
霞
城
館
に
て
露
風
に
関
わ
る
特

別
展
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
た
つ

の
市
よ
り
招
待
を
受
け
た
池
田
市
長
は
、
露
風

が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
風
土
を
肌
で
感
じ
て

き
ま
し
た
。

　

た
つ
の
市
は
、
三
木
露
風
の
生
誕
地
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
児
童
文
化
の
風
土

作
り
を
目
指
し
、
「
童
謡
の
里
宣
言
」
を
行
っ

て
い
る
情
緒
溢
れ
る
城
下
町
で
す
。
露
風
を
通

し
て
、
遠
く
離
れ
た
こ
の
２
市
が
結
ば
れ
た
ご

縁
を
大
切
に
し
、
今
後
も
友
好
な
関
係
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
庭

に
眠
っ
て
い
る
露

風
や
赤
と
ん
ぼ
に

ま
つ
わ
る
資
料
の

ご
提
供
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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